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Ellen Glasgow の戦略的 sisterhood
―Allen Tate と H. L. Mencken との書簡から―
種 子 田 　 香
1．はじめに
Ellen Glasgow（1873-1945）は若い頃に難聴になったため、第三者の手助け
や補聴器を必要とする会話よりも、文通によるコミュニケーションを好んだ。
彼女は多くの手紙を残しており、そこからは作家の評価が批評家との個人的な
つながりによっていかに左右されるかを垣間見ることができる。
Glasgow の文通相手に南部文壇を代表する批評家 Allen Tate とボルティモ
アのジャーナリスト H. L. Mencken がいるが、この 2 人はアメリカ南部のダー
ウィニズム受容に関して正反対の立場をとっていた。Mencken は南部がダー
ウィニズムを受容しようとしないことは南部の後進性を物語っていると述べ、
1925 年テネシー州デイトンで州立高校の教師が進化論を教え、罰金刑を言い渡
されたスコープス裁判（Scopes Trial）を「猿裁判」（monkey trial）と揶揄し
た（Serpent in Eden 147）。それに対し、Tate は南部の伝統的な価値観は科学
とは相容れないため、ダーウィニズムの拒絶によって南部を後進的であると結
論付けることはできないと反論し、一般的にはこの裁判をきっかけにして農本
主義者に転向したと言われている（Serpent in Eden 150）。
Glasgow はこのように意見が激しく対立する 2 人の批評家と文通を続け、友
人として心を通わせるようになるが、その遠因として彼女と 2 人の妻たちとの
間に女性同士の絆（sisterhood）があったことが挙げられる。Tate の妻 Caroline 
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Gordon と、Mencken の妻 Sara Haardt はともに作家活動をしていたが、作品
を創作するにあたって Glasgow に敬意を払っていた。特に Haardt は夫である
Mencken を通じて Glasgow からサイン入りの著書を受け取り、愛読し、創作
の手本とするなど、公私ともに Glasgow に傾倒していた。つまり、Glasgow は
妻たちを味方に付けることによって舌鋒鋭いことで有名なMenckenやTateと
友好を深め、文壇での自身の評価を高めることになった。
白人男性の批評家が中心的役割を果たしていた当時のアメリカ南部文壇に
おいて、批評家の妻を味方につけるという戦略は、独身女性作家 Glasgow が成
功するのに大いに有効な手段であった。本稿では、Glasgowにとってsisterhood
がいかなる重要な意味を持っていたかを Barren Ground と The Sheltered 
Life、とりわけ書簡から考察したい。そして Glasgow と批評家の妻たちを結び
つけた sisterhood が 1942 年のピューリッツァー賞受賞に至る Glasgow の作家
としての評価や経歴にいかなる影響を与えたのか、検証したい。
2．女性作家との絆
1905 年 3 月、すぐ上の姉 Cary が癌に侵されて手術を受け、Ellen Glasgow は
精神的な苦境に立たされていた。そのような時、彼女を励まし支えてくれたの
は作家である 2 人の女友達だった。Mary Johnston（1870-1936）は Glasgow よ
り 3 歳年上の姉のような存在であり（Goodman 94）、病床に伏していた Cary
とも仲が良かった。Johnston は Glasgow が初めて支援した女性作家であり、深
く友情を育んだ。もう一人の Amelie Rives Troubetzkoy（1863-1945）は 10 歳
年上であるため母親のような存在として Glasgow は信頼を寄せていた。
Troubetzkoy は Glasgow へ 19 世紀風な女性同士の絆の強さを連想させるよう
な非常に情熱的な手紙を書き綴っている。
All my love and sympathy has been with you, but it has necessarily been 
an abstract sort of love and sympathy because I could not express it to 
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you with warm, living lips and glances and embraces.... I take you in my 
arms and love you dearly, dearly. 1）（Goodman 97）
この手紙を送った Troubetzkoy は一度目の結婚が破綻し、憔悴して麻薬中毒に
陥った時期もあったが、芸術家であるロシアの王子と再婚して幸せな生活を
送っていた（Goodman 94）。しかし、彼女の手紙はほとんど同性愛を連想させ
るような非常に感情的な言葉が続いている。Troubetzkoy 同様、Glasgow も自
伝 The Woman Within に “Gerald B” と呼ぶ男性との関係や、Henry Anderson
との婚約とその破綻について語っており、生涯、結婚こそしなかったものの、
男性たちとの恋愛体験を小説に昇華させている。
そのような女性たちの手紙が物語っていることは、Glasgow と Troubetzkoy
の同性愛的な感情の発露ということよりも、南部の伝統的な父権制社会におい
て対等な人間関係を求め自主性を維持しようとした結果、女性同士の親密さに
行きついたということであろう。伝統的慣習やジェンダー規範、そして生殖か
ら切り離された精神性を重視する愛情によって対等な関係を築こうとした足
跡が、この手紙には読み取ることができる 2）。
Glasgow は女性作家間で友情を育んでいったが、これは伝統を重んじる父権
社会で精神的な葛藤の多い「書く」という仕事で女性が生き抜いていくための
戦略でもあった。女性作家同士の親密さを軸にして交流の輪を広げていった形
跡は彼女の手紙の随所に見ることができる。しかし、ここでは Glasgow の書簡
の中でも、特に南部に関して激しく立場が対立していたボルティモアのジャー
ナリストH. L. Menckenと南部の代表的批評家Allen Tateとの書簡を取り上げ
たい。
3．H. L. Mencken の妻 Sara Haardt との友情
H. L. Menckenの妻Sara Haardtはアラバマ出身の女性で、1920年にGoucher 
College を優秀な成績で卒業し、母校で英文学を教えていた。ジャーナリスト
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の Mencken を尊敬しており、彼との交際が始まって以降は彼の支援によって
作家として名前が知られるようになった。その後 Mencken と結婚し、彼は妻
がジャーナリストや短編小説家としての職歴を積む手助けを続けた（Rodgers 
1-69）。
また、Sara は Glasgow の熱心な読者で、Glasgow の南部に対する共感と皮
肉のバランスを高く評価し作家活動の手本としていた。彼女の短編集Southern 
Souvenirsに掲載されている短編小説“Twilight of Chivalry”にはGlasgowの影
響が表れているし、“Ellen Glasgow and the South” というエッセイでは南部作
家でいち早くリアリズムを小説に取り入れた作家として Glasgow を称賛して
いる。
1925 年頃までには Glasgow は南部文壇で確固たる地位を確立していたが、
Mencken もその頃には最も議論好きなアメリカ文学の批評家として名声を博
していた。Watson, Jr.によると、1909年に出版されたGlasgowのThe Romance 
of a Plain Man を、「概してひどい小説と本」というタイトルの記事に載せ、
1913 年の Virginia については「いろいろなひどい小説」という論評の中で扱っ
ており（Ellen Glasgow Newsletter 20 10）、Mencken は Glasgow の作品を酷評
し続けてきた。1925年出版されたBarren Groundは南部のセンチメンタリティ
を大胆に離れた作品であり、Glasgow は多少の注目に値すると態度を軟化させ
ていたが、最大の欠点は「貧しい、蚤のたかるような田舎の生活を描き切れて
いない」点であると評し、結局は「足元の弱い」小説と結論付けている（Ellen 
Glasgow Newsletter 20 10）。
Mencken と Sara は 1930 年に結婚するが、それは Sara の二つの大病がきっ
かけになっている。1924 年に Sara は肺結核にかかり、1929 年には腎臓を切除
する手術を受け、長期の入院を余儀なくされた。これらの病気によって
Mencken は Sara に対する愛情を強くし、10 年越しの友情から求婚に至った。
1930 年 9 月 14 日に 2 人は結婚した後、Sara は 1935 年に死去したので 5 年間の
短い結婚生活であったが、Saraの死後も彼女のことを思うMenckenとGlasgow
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の友情は続いた（Ellen Glasgow Newsletter 20 16-18）。作品の持つ魅力ととも
に、この Sara が取り持った友情によって結果的に Mencken は Glasgow 作品に
共感を持ち、肯定的に評価するようになっていった。Mencken が Sara の死後、
Glasgow へ宛てた手紙を見てみたい。
Baltimore 
August 29, 1935
Dear Miss Glasgow:
　　It was charming of you indeed to think of sending Vein of Iron. I 
have been sneaking a reading of it, and with the greatest pleasure. It 
seems to me to be the best thing you have ever done-indeed, it is a really 
first-rate piece of work, and I only hope that the reviewing brethren 
appreciate it. Unfortunately, half of them now seem to be Communists, 
and any book that doesn’t whoop up the proletariat is treated tartly.
　　I am still in the hands of the court, and so it has been impossible so 
far for me to turn Sara’s books over to Goucher. But I should be liberated 
toward the end of September. Veing of Iron, of course, will go along with 
the rest. Anne Duffy is making a special bookplate, and the books will be 
differentiated in the Goucher library.
　　Are you likely to be in Baltimore in the near future? If so, I surely 
hope you let me hear of it. I can imagine nothing more pleasant than 
seeing you again. Sara’s devotion to you was endless.
　Sincerely yours,
　H. L. Mencken
（Ellen Glasgow Newsletter 20 17）
　Vein of Iron を送ってくださり、ありがとうございました。少しのぞい
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てみましたが、とても面白かったです。あなたの今までの作品の中で最高
のもののように思われます。本当に一流の作品で、良い書評が出ることを
祈っています。残念なことに今や批評家の半分は共産党員で、どんな本で
も労働者階級を持ち上げないと酷評されます。
　私はまだ裁判に関する仕事が忙しく、Sara の本を Goucher College に寄
贈することができていません。しかし、9 月末には手が空きます。Vein of 
Iron ももちろん一緒に寄贈します。Anne Duffy が特別な蔵書票を作って
くれていますので、あなたのご著書は図書館の特別な場所に置かれるで
しょう。
　ボルティモアに近いうちにいらっしゃいませんか？もしそうならお教
えください。あなたにお会いできることほど嬉しいことはありません。
Sara はあなたをこの上なく尊敬していました。
敬具 H. L. Mencken
このように、Mencken が Goucher College に Glasgow の著作を寄贈し、特別
なコーナーを設置しようとしているのは、早世した Sara が Glasgow を女性作
家の先輩として尊敬していたからである。Mencken にとって Glasgow 作品は、
在りし日の妻の思い出と分かちがたく結びついており、幸せな思い出のよすが
となっていたのである。
この手紙の後、1941 年には Glasgow の最後の小説、In This Our Life も
Mencken に贈っている。Mencken は Sara の死後も Glasgow と季節の挨拶を
1942年 12月まで続けている。辛辣な意見で有名なジャーナリストMenckenで
あるが、Glasgow との往復書簡では気遣いの細やかな優しい男性としての側面
が現れている。病死した妻も Glasgow も南部出身であり、彼女たちに深い敬意
を払っている彼の態度からは、南部を「文化のサハラ砂漠」（Serpent in Eden 
3）と呼び、芸術の根づいていない土地であると酷評した姿は見えない。南部に
対して手厳しい記事を書き続けた Mencken であったが、妻を通して南部的価
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値観を肯定的にとらえることもあったということであろう。
4．Allen Tate との文通
Allen Tate は Mencken の南部攻撃に対して不快感を露わにし、一般的には
1925 年のスコープス裁判によってモダニストから農本主義者に転向したとい
われるが、彼もまた Glasgow の文通相手の一人であった。Glasgow は Mencken
との手紙では挨拶程度の交流にとどまっているが、Tate との往復書簡では
Tate の相談に真伨に向き合い、草稿を推敲する際にもアドヴァイスを求め合う
など、個人的な事柄にまで掘り下げて打ち明けており、南部人同士である Tate
と Glasgow は信頼関係を築くことが難しくなかったことを物語っている。
Glasgow の作風が中期頃から伝統的な南部の世界観を取り入れていったの
は、Allen Tate との付き合いから影響をうけたためと Ellen Caldwell は考えて
いるが、Watson, Jr. は、Barren Ground は Glasgow が Tate に会う前に書かれ
た作品であるが、そこにはもう南部的な世界観を重視していた姿勢がうかがえ
ると指摘し、Caldwell の見解に反論している（Ellen Glasgow Newsletter 23 3）。
Tate と Glasgow が初めて顔を合わせたのは 1931 年の南部作家会議であっ
た。これは、Glasgow が The Virginia Quarterly Review の編集者に提案して
実現した会議で、Richmond で開催され Faulkner を始めとする南部作家が一堂
に会した。これをきっかけにして Tate の抱く Glasgow の印象は大きく変わっ
た（Waldron 104-106）。しかし、それ以前の 1929 年には Tate は以下のように、
友人Donald Davidsonに宛てた手紙にGlasgowに対する不信感をあらわにして
いた。
I am of the opinion that she [Ellen Glasgow] writes an abominable prose 
style, and that she is one of the worst novelists in the world; it is about 
time that we repudiated people like her and Cabell3）. These two writers 
are fine examples of running with the hare and hunting with the hounds. 
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Miss Glasgow has everything that I have learned to detest in the 
transformation of the Virginian character―the feeble and offensive 
assumption of past superiority along with casting a vote for Hoover: she 
exhibits the “aristocratic” manners of the South and shows how 
ridiculous they are: she is an incredible old snob who would not receive in 
her house a “man of the people”（as she would put it）and yet she wrote 
a novel proving the sterling worth of a man born in a circus tent, the 
whole atmosphere of the novel being that of sniffing and calculated 
condescension. The people like Miss Glasgow and Cabell convince 
outsiders that all Southerners are snobs and pretenders, wherefore their 
books sell by the hundred thousand. Our job is to point out that Mr. 
Cabell and Miss Glasgow simply happen to be two snobs who took to 
writing―there being in any society a few snobs if you look hard enough. 
Ellen Glasgow Newsletter 23 3）（下線は筆者による）
Ellen Glasgow は嫌悪感を引き起こすような散文を書く、世界で最もひど
い小説家の一人だと思う。GlasgowやCabell のような人たちを拒絶する時
が来た。この 2 人の作家はどちらの側にもつく八方美人の良い例だ。
Glasgow に対しての強い反感をこの手紙で露わにしているが、南部作家会議を
きっかけに、Glasgow がフランスに長期滞在していた Tate に The Sheltered 
Life を献本したことによって、Tate の Glasgow 作品に対する評価は大きく変
化する。The Sheltered Life は南部の貴族的慣習を扱った作品であり、Tate の
目には Glasgow の作品の中でずば抜けて優れたものと映った。Tate の称賛を
受けて、Glasgow も Tate の詩はすばらしいと賛辞を贈っている。
Richmond, 
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September 22nd, 1932
Dear Allen Tate,
This letter is entirely about myself, and I feel ashamed. You will 
understand, however, and you will realize that I am deeply interested in 
your work, and that, whenever I find an opportunity, I try to make other 
persons share my interest and pleasure. I have just placed your poems 
second in my choice of books of the year. This was in a list for the 
Herald-Tribune, and I was glad to have another chance to speak of it, 
and to include Penhally, too, among the novels.... （Ellen Glasgow 
Newsletter 23 10）
自分のことばかり書いてしまってお恥ずかしいです。でも、あなたなら私
があなたの作品に深く興味を抱いていること、機会があればいつでも他の
人たちとその興味や喜びを分かち合いたいと思っていることをわかって
くれるでしょう。私は私が選ぶ今年の本の中であなたの詩を 2 番目にしま
した。これはヘラルド・トリビューン誌に掲載する一覧表で、それについ
てお話しする機会があって嬉しく思います。そして、『ペンハリー』もその
中に入れました。
Glasgow は、Tate の詩だけではなく、妻 Caroline Gordon の小説 Penhally も
素晴らしい作品だと伝える配慮を忘れていない。Gordon も前述の 1931 年の南
部作家会議に出席しており、その際に Glasgow がスピーチしたことについて、
「補聴器を付けて前に飛び出してきて、本当に上手に話をして、すごいおばさん
だわ」（Waldron 106）と皮肉も交えて記している。このような Gordon に対す
る配慮は常に Glasgow の手紙に見受けられ、Glasgow は Tate だけに宛てて手
紙を書いているのではなく、妻 Gordon も読み手として想定していることが現
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れている。Glasgow は夫婦 2 人を同時に味方に付けることで Tate との関係を
確固たるものにしつつ、男女間の文通ではありながらも家族的な関係を目指し
ていることを示そうとし、常に Gordon の存在に配慮していることが書簡から
読み取れる 4）。
1933 年の書簡では、Tate は Glasgow がピューリッツァー賞を逃したことに
言及し、大変憤っており、2 人の友情が深まったことが表れている。
Trenton, Kentucky, May 24, 1933
Dear Miss Ellen:
...The first day I was distressed, the second irritated, and the third 
positively furious, that T. S. Stribling should have received the Pulitzer 
award. I need not name the book that should have got it. I suppose we 
may find some lugubrious satisfaction in this new evidence of what the 
North wants to see in the South. The Sheltered Life is there to make the 
award ridiculous in the years to come.（Ellen Glasgow Newsletter 23 16）
T. S. ストライブリングがピューリッツァー賞を受賞したことで、一日目に
は嘆き、二日目にはいらだち、三日目にはまったく怒り狂った。受賞すべ
き本のタイトルは言うまでもない。北部が南部はこうであってほしいと思
うような姿を証明して見せるといった、何とも哀れなことを我々は満足さ
せているのかもしれない。The Sheltered Life が受賞を逃したことは、今
後、ピューリッツァー賞がばからしいものと感じさせるだろう。
これは、Stribling（1881-1965）の The Store が 1933 年に Pulitzer 賞を受賞し、
Glasgow の The Sheltered Life が受賞を逃したことに関して述べたものであ
る。Tateの言葉からわかることは、あれほどGlasgow作品を酷評していたTate
が、今や Glasgow の力強い味方に変わったということ、また、作品の持つ魅力
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もさることながら、作家と批評家の関係によって文学賞の行方が左右されるほ
ど人間関係は文学賞に重要な影響力を持つということである。
その後も文通を続けることによって 2 人は信頼関係を築き、Tate は I’ll Take 
My Stand の続編のエッセイ集に Glasgow も参加するよう誘っているが、
Glasgow は断っている（Ellen Glasgow Newsletter 23 5）。ここからは Glasgow
が完全には農本主義に賛同していないこと、そして Tate らとは一線を画して
おきたいことがうかがえる。個人的な話を相談する相手としては魅力的であっ
たが、保守的な論客である Tate とは政治的立場においては相いれない点があ
ることを感じていたのであろう。
5．Barren Ground と The Sheltered Life における sisterhood
書簡におけるGlasgowのsisterhoodは白人男性が中心的役割を担う南部文壇
で女性作家が書き続けていくための精神的な支えとなっており、同時に男性の
批評家へ交友関係を広げるための足掛かりにもなっている。また、sisterhood
の重要性は作品の中にも表れており、ここではまず1925年に出版されたBarren 
Ground を用いて具体的に検証したい。
この小説において、南部白人女性であるドリンダはジェイソンとの異性愛を
成就させることができず、恋愛の破綻による傷心から抜け出すため全力で農場
経営に取り組む。ある日、家畜の世話をするために、いつも着ていたドレスを
脱ぎ、弟の作業着のオーバーオールに着替えるが、それを見ていた母親は困惑
する。母親がドリンダのオーバーオール姿を「誰も見ませんように」（Barren 
Ground 303）と祈るのは世間体をおもんぱかってのことだった。ドリンダが作
業着を着て野良仕事をすることは南部女性としてのジェンダー規範を逸脱し、
文化的な両性具有者になったことを象徴するできごとだったのである。
さらに両親もこの世を去った後には、ドリンダはアフリカ系アメリカ人のメ
イド、フラバンナと農場の中の一軒家で生活を営み、お互いだけを唯一の頼れ
る存在として強い信頼関係を築いていく。外部から遮断された 2 人きりの世界
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で、ドリンダはオーバーオールを着て農場の借金を返済するために懸命に働
き、夜はドリンダの部屋でとりとめない話をして 2 人で過ごすようになる。
...The affection between the two women had outgrown the slender tie of 
mistress and maid, and had become as strong and elastic as the bond that 
holds relatives together. They knew each other’s daily lives; they shared 
the one absorbing interest in the farm; they trusted each other without 
discretion and without reserve. Fluvanna respected and adored her 
mistress; and Dorinda, with an inherited feeling of condescension, was 
sincerely attached to her servant.（Barren Ground 349）
この 2 人の女性の間の愛情は、女主人とメイドという細い繋がりから、身
内のような強くてしなやかな絆へと成長していった。彼らはお互いの毎日
の生活をわかっていたし、農場に尽きることない興味を抱いていた。2 人
は心の底からお互いを信じていた。フラバンナはドリンダを尊敬し熱愛し
ていた。一方、ドリンダも生来の思いやりを持ち、フラバンナを心から慕っ
ていた。
ここでは、経済的に男性から自立したドリンダとフラバンナの 2 人の生活を
ボストン・マリッジ的なロマンティックな友情がほのめかされている。さらに、
この 2 人の人種の境界線を越えて構築された親密さにも注目したい 5）。
南部においては南北戦争以降、白人とアフリカ系アメリカ人の人種混交に対
する不安を煽るような中傷が至るところで見られた。例えば南北戦争中には、
民主党員が共和党員になりすまし、黒人を解放して人種を越えた結婚を政策と
して進めていこうと演説して聴衆の反感を煽り、共和党の選挙の妨害をした
（Hodes 144）。Glasgow はこのような南部白人の不安に配慮しつつも、人種間
の融和を目指す戦略として白人女性とアフリカ系アメリカ人女性の親密な関
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係を描いたのであろう。女性同士の関係においては生殖の問題がなかったた
め、人種の境界を越えた親密さを描くことに比較的抵抗が少なかったと考えら
れる。人種や規範には縛られない自由な関係を求め、女性自身が主体的に相手
を選ぶことができるようにGlasgowはsisterhoodを作品中でも利用しているの
である。
続いて 1932 年に出版された The Sheltered Life においても、Glasgow は女性
の登場人物たちの sisterhood を重要なテーマにしている。この小説の主な語り
手である南部紳士の「将軍」が、美しさで誉れの高い Eva Birdsong 夫人と孫
娘の Jenny Blair Archbald を同じように過保護に（sheltered）扱い、旧南部の
価値観を受け継ぐように繰り返しアドヴァイスを与える。その将軍の教育の影
響もあって 2 人は南部の伝統主義から抜け出すことができず、Eva は歌手にな
ることを、Jenny Blair は舞台女優になることをあきらめる。また、Jenny Blair
ははからずも Eva の夫と恋に落ち、これによって Eva は夫を殺害する結末に至
る。遺伝と環境によって一族が滅びていく自然主義的な物語の展開に
sisterhood が張り巡らされており、何世代にもわたる女たちの共同作業によっ
て Archbald 家が断絶する日が遠くないことが暗示されている。将軍や将軍の
祖父が何よりも大切に取り繕ってきた世間体は、一族の滅亡とともにまったく
意味のないことになる。この物語を俯瞰的に眺めると、将軍の祖母のように伝
統主義に従っていた女たちが無意識のうちに家父長制社会を内部崩壊させて
いっており、世代を超えた女たちの社会制度に対する復讐劇の様相を呈してい
るのである。
6．おわりに
以上のとおり、小説の中だけではなく現実の世界でも sisterhood を足掛かり
にして女性作家たちは交友関係を広げていった。女性作家たちが同性間で親密
さを育むことは、異性との対等な関係がほぼ成立不可能であった当時の厳しい
現実を物語っている。作家という職業を持ち、経済的に自立して生きる多くの
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女性作家たちは、南部の伝統的なジェンダー規範に縛られない対等な人間関係
を求めていくうちに女性同士の親密な関係にたどり着いたのである。
さらに、Glasgow 作品には、女性同士の親密さを後ろ盾として南部社会を近
代化しようとした形跡を見ることができる。Menckenは南部がダーウィニズム
を受容しないことを Scopes 裁判などでの南部叩きの切り口として使っていた
が、Glasgow は長年にわたってダーウィニズムやダーウィニズムから派生した
思想的広がりを自らの文学作品に積極的に取り入れており、南部に近代思想と
科学的合理性を根付かせようとしていた彼女の政治的な立場を表している。こ
の点においては、Glasgow の立場は Tate よりも Mencken に近いと言える。後
進的であると酷評されていた南部を近代化することは、家父長制や奴隷制によ
る南部の汚辱を取り除き、その結果、必然的に女性や人種的マイノリティーに
自由や平等の権利を付与することを意味している。
Glasgow の小説や書簡における sisterhood は、南部の封建的社会制度に抗す
る女性の共同体を形成しており、ジェンダー規範を解体、再構築しようとする
戦略を表象している。しかし同時に、結局は女性だけの世界の中でしか性的役
割分担から逃れることができないという時代的な限界をもまた映し出してお
り、南部のジェンダー規範の堅牢さをあらためて浮き彫りにしているのであ
る。
＊ 本稿は、日本アメリカ文学会第 54 回全国大会（2015 年 10 月 10 日　京都大
学）での口頭発表の内容をもとに、加筆・修正を行ったものである。
註
 1）　1913 年 10 月 27 日、Glasgow 宛てに書かれた。
 2）　女性同士の友情は風変わりだが無垢なものとして考えられていた傾向があった
が、1920 年代以降は、医学的見地や大衆文化の興隆により、同性愛を異常として
みなすように変化したと Pamela R. Matthews は論じている（Matthews 153）。
 3）　James Branch Cabell（1879-1958）を指す。
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 4）　1932 年、Glasgow は 57 歳で Tate は 33 歳であったので、世代間の隔たりもあっ
た。
 5）　Barren Ground は 1925 年に出版されており、前述の Matthews の指摘通り、女
性間の同性愛が明白に描かれれば社会規範の逸脱として読者に反感を抱かせる可
能性が高かった。1929年に出版されたThey Stooped to Follyにおいては、Glasgow
は女性間の親密な関係をサブプロットに使う程度にとどまっている。
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